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厚
生
労
働
省
は
四
月
三
日
、「
毎
月
勤
労
統

計
調
査
」
の
二
〇
一
五
年
二
月
分
の
結
果
速

報
と
、
二
〇
一
四
年
の
年
末
賞
与
の
集
計
結

果
を
公
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
二
〇
一

四
年
の
年
末
賞
与
（
事
業
所
規
模
五
人
以
上

計
）
は
、
前
年
比
一
・
九
％
増
の
三
七
万
五

四
三
一
円
と
、
六
年
ぶ
り
に
前
年
を
上
回
っ

た
。
年
末
賞
与
の
前
年
比
推
移
を
み
る
と
、

今
回
の
水
準
は
二
〇
〇
四
年（
二
・
二
％
増
）

に
接
近
す
る
高
い
伸
び
率
と
な
っ
て
い
る
。

事
業
所
規
模
別
で
は
、
五
〇
〇
人
以
上
が
ほ

ぼ
横
ば
い
（
〇
・
一
％
増
）
だ
っ
た
も
の
の
、

一
〇
〇
～
四
九
九
人
で
三
・
六
％
増
、
三
〇

～
九
九
人
で
二
・
三
％
増
、
五
～
二
九
人
で

二
・
一
％
増
と
な
っ
て
お
り
、「
中
小
で
堅
調

に
伸
び
た
」（
同
省
）。

二
〇
一
四
年
末
賞
与
は­

前
年
比
一
・
九
％
増

　
「
毎
月
勤
労
統
計
調
査
」
は
雇
用
、
給
与

お
よ
び
労
働
時
間
の
変
動
に
つ
い
て
明
ら
か

に
す
る
た
め
、
常
用
労
働
者
五
人
以
上
規
模

の
事
業
所
約
三
万
三
〇
〇
〇
カ
所
を
対
象
に
、

毎
月
実
施
し
て
い
る
も
の
。
今
回
の
公
表
に

よ
る
と
、
二
〇
一
四
年
の
年
末
賞
与
（
二
〇

一
四
年
一
一
月
～
二
〇
一
五
年
一
月
の
「
特

別
に
支
払
わ
れ
た
給
与
」
の
う
ち
、
賞
与
と

し
て
支
給
さ
れ
た
給
与
を
特
別
集
計
し
た
も

の
）
は
、
支
給
事
業
所
に
お
け
る
労
働
者
一

人
平
均
で
、
前
年
比
一
・
九
％
増
の
三
七
万

五
四
三
一
円
と
な
っ
た
。
前
年
比
プ
ラ
ス
に

転
換
す
る
の
は
、
二
〇
〇
八
年
（
一
・
〇
％

増
）
以
来
の
こ
と
。
支
給
事
業
所
の
割
合
も
、

二
〇
一
三
年
の
七
二
・
二
％
（
雇
用
さ
れ
る

労
働
者
割
合
は
八
四
・
五
％
）
か
ら
、
二
〇

一
四
年
は
七
二
・
八
％
（
同
八
五
・
一
％
）

に
微
増
し
た
。

　

主
な
産
業
別
に
み
る
と
、建
設
業
で
は
三
・

七
％
増
の
三
七
万
七
四
一
円
（
支
給
事
業
所

割
合
は
七
一
・
二
％
）、
製
造
業
は
四
・
九
％

増
の
五
〇
万
四
〇
五
一
円
（
同
七
二
・
八
％
）、

卸
売
業
・
小
売
業
は
一
・
五
％
増
の
三
〇
万

六
一
八
三
円
（
同
七
三
・
〇
％
）、
医
療
・

福
祉
で
は
三
・
一
％
増
の
三
一
万
九
六
九
八

円
（
同
八
三
・
五
％
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

実
質
賃
金
指
数
は
二
・
〇
％
減

　

一
方
、
同
時
に
公
表
さ
れ
た
二
〇
一
五
年

二
月
分
の
結
果
速
報
に
よ
る
と
、
一
人
平
均

の
「
現
金
給
与
総
額
」（
賃
金
、
給
与
、
手
当
、

賞
与
そ
の
他
名
称
の
如
何
を
問
わ
ず
、
労
働

の
対
償
と
し
て
使
用
者
が
労
働
者
に
通
貨
で

支
払
う
も
の
。
所
得
税
、
社
会
保
険
料
、
組

合
費
、購
買
代
金
等
を
差
し
引
く
前
の
金
額
）

は
、
前
年
同
月
比
〇
・
五
％
増
の
二
六
万
一

三
四
四
円
と
な
っ
た
。

　

現
金
給
与
総
額
の
う
ち
、「
き
ま
っ
て
支
給

す
る
給
与
」
は
〇
・
五
％
増
の
二
五
万
八
三

二
七
円
。い
わ
ゆ
る
基
本
給
に
相
当
す
る「
所

定
内
給
与
」
は
〇
・
五
％
増
の
二
三
万
八
八

八
三
円
で
、
時
間
外
手
当
や
休
日
出
勤
手
当

な
ど
「
所
定
外
給
与
」
は
、
〇
・
四
％
増
の

一
万
九
四
四
四
円
と
な
っ
た
。
ま
た
、「
特
別

に
支
払
わ
れ
た
給
与
」
は
、
三
・
〇
％
増
の

三
〇
一
七
円
だ
っ
た
。

　

現
金
給
与
総
額
を
就
業
形
態
別
に
み
る
と
、

「
一
般
労
働
者
」
は
前
年
同
月
比
〇
・
八
％

増
の
三
三
万
四
三
五
二
円
で
、「
パ
ー
ト
タ
イ

ム
労
働
者
」
に
つ
い
て
も
〇
・
八
％
増
の
九

万
三
五
八
三
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
消
費
者
物
価
指
数
（
持

家
の
帰
属
家
賃
を
除
く
総
合
）
が
前
年
同
月

に
比
べ
て
二
・
六
％
上
昇
し
た
た
め
、
現
金

給
与
総
額
指
数
を
消
費
者
物
価
指
数
で
除
し

て
算
出
し
た
実
質
賃
金
指
数
は
、同
二
・
〇
％

減
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
毎
月
勤
労
統
計
調
査
で
は
、
時
系

列
の
接
続
性
を
確
保
す
る
た
め
概
ね
三
年
間

は
、
調
査
対
象
事
業
所
を
固
定
し
て
い
る
。

だ
が
、
経
済
セ
ン
サ
ス
の
実
施
周
期
に
合
わ

せ
て
行
わ
れ
る
抽
出
替
え
の
際
に
は
、
三
〇

人
以
上
規
模
の
新
旧
事
業
所
が
入
れ
替
わ
る

こ
と
に
伴
う
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
、
技
術
的
な

補
正
が
必
要
に
な
る
。
こ
う
し
た
「
ギ
ャ
ッ

プ
修
正
」
が
同
日
、
発
表
し
た
一
月
の
確
報

分
か
ら
行
わ
れ
た
た
め
、
賃
金
指
数
の
前
年

同
月
比
は
、
過
去
の
デ
ー
タ
に
遡
っ
て
「
平

均
的
に
〇
・
四
％
程
度
」（
同
省
）、
下
方
修

正
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

同
修
正
後
の
デ
ー
タ
で
実
質
賃
金
指
数
の

推
移
を
み
る
と
、
前
年
同
月
比
マ
イ
ナ
ス
は

二
二
カ
月
連
続
を
記
録
。
た
だ
し
、
そ
の
マ

イ
ナ
ス
幅
は
、
消
費
増
税
直
後
の
四
・
〇
％

減
（
二
〇
一
四
年
五
月
）
等
か
ら
、
縮
小
す

る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

常
用
雇
用
は
前
年
同
月
比
二
・
一
％
増

　

一
方
、
一
人
平
均
の
総
実
労
働
時
間
（
労

働
者
が
実
際
に
労
働
し
た
時
間
数
。
休
憩
時

間
は
給
与
支
給
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
除
か

れ
、
有
給
休
暇
取
得
分
も
除
か
れ
る
）
を
み

る
と
、
前
年
同
月
と
同
水
準
の
一
四
二
・
六

時
間
と
な
っ
た
。
総
実
労
働
時
間
の
う
ち
、

所
定
内
労
働
時
間
は
同
〇
・
一
％
増
の
一
三

一
・
七
時
間
、
所
定
外
労
働
時
間
は
同
〇
・

七
％
減
の
一
〇
・
九
時
間
だ
っ
た
。
総
実
労

働
時
間
を
就
業
形
態
別
に
み
る
と
、「
一
般
労

働
者
」
は
〇
・
五
％
増
の
一
六
六
・
九
時
間

で
、「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
」
に
つ
い
て
は

〇
・
六
％
減
の
八
六
・
八
時
間
と
な
っ
て
い

る
。

　

常
用
雇
用
は
前
年
同
月
比
で
二
・
一
％
増

と
な
っ
た
。「
一
般
労
働
者
」
は
一
・
三
％

増
で
、「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
」は
三
・
八
％

増
だ
っ
た
。

　

主
な
産
業
に
つ
い
て
み
る
と
、
建
設
業
が

三
・
三
％
増
、
製
造
業
は
前
年
同
月
と
同
水

準
、
運
輸
業
・
郵
便
業
が
二
・
六
％
増
、
卸

売
業
・
小
売
業
は
〇
・
七
％
増
、
飲
食
サ
ー

ビ
ス
業
等
が
六
・
六
％
増
、
医
療
・
福
祉
は

二
・
九
％
増
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

（
調
査
・
解
析
部
）

ト
ピ
ッ
ク
ス

毎
勤
統
計

3

年
末
賞
与
が
六
年
ぶ
り
に
前
年
比
プ
ラ
ス
へ
―
―
厚
労
省
調
査




